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 乾式メタン発酵試験の概要 

 乾式メタン発酵バッチ試験による適正発酵条件調査 

長年蓄積された豊富な経験・知識を活かし、お客様の乾式メタン発酵処理の課題解決を支援いたします。 

乾式メタン発酵受託試験 

Cat.No 3E5J-080-00-190522 

● 乾式メタン発酵とは 

 メタン発酵は、有機系の未利用試料の有効活用手法
のひとつであり、（1）有機物からメタンガスとしてエネル
ギー回収ができる、（2）試料の減容化ができる、（3）非
燃焼方式で有害物質が発生しない、等の特徴がありま
す。その中でも乾式メタン発酵は、試料の含水率が低
い場合に有効で、排水処理が軽微で済むという利点を
有しています。 

● 実施内容  

    食品残渣、生ごみ等の低含水率試料に関する、（1）メタ
ン発酵が可能か、（2）適正な処理条件は何か、といっ
た課題について、豊富な経験・知識に基づき課題解決
を支援いたします。 未利用試料の種類に対する乾式処理または湿式処理の適用イメージ図 

 ※加水を行って90～96%程度に含水率を高めた湿式メタン発酵方式との比較試験も実施できます。 

【乾式の利点】 

低含水率で排水 

処理が軽微 

【湿式の利点】 

高含水率で撹拌 

混合が容易 

● バッチ試験による適正発酵条件の調査 

   規 模：2L／基×2基／恒温槽 

   温 度：35～55℃(定温制御) 

   含水率： 60～80%程度 

   その他：原料投入(手動によるバッチ投入式) 

   ※右写真は紙ごみ試験例 

● 測定項目例  
 
（1）原料分析 
  試験前後の原料に対して、含水率、TS、VS              

aa等の分析を行います。 
 
（2）ガス発生量計測 
     右図のような累積のガス発生量の経時変化を調査します。 
 
（3）発生ガス組成分析 
      発生ガス中のメタン濃度、CO2濃度を分析します。また、必  
aaa要に応じて微量成分のH2S濃度、NH3濃度等を分析するこ
aaaともできます。 
 
（4）試料間の比較評価 
     下式のような、試料の有機物指標であるVSまたはCODcrの
aaa減少量に対する累積ガス発生量を算出し、試料間で比較評
aaa価することもできます。 
 
                  または 

 

駆動伝達ロール 
温調機 

ガス捕集バッグ 

横型回転ドラム 

恒温水槽 

邪魔板 
回転モータ 

2系列バッチ試験装置 

累積ガス発生量の経時変化例 
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